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議
院
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長
島
昭
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提
出
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潜
水
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に
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す
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に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
長
島
昭
久
君
提
出
国
籍
不
明
の
潜
水
艦
お
よ
び
不
審
船
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
（
平
成
八
年
条
約
第
六
号
）
第
二
十
条
に
お
い
て
、
「
潜
水
船
そ
の
他
の
水
中
航
行
機

器
は
、
領
海
に
お
い
て
は
、
海
面
上
を
航
行
し
、
か
つ
、
そ
の
旗
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
一
般
に
、
国
籍
不
明
の
潜
水
艦
が
我
が
国
領
海
内
を
潜
没
航
行
す
る
行
為
は
、
国
際
法
上
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
事
例
が
定
か
で
な
く
、
一
概
に
述
べ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
お
尋
ね
の
「
国
籍
不
明
の
不
審
船

」
が
、
国
籍
を
有
し
て
い
な
い
船
舶
で
あ
る
場
合
、
海
上
保
安
官
が
、
海
上
に
お
い
て
我
が
国
の
法
令
上
の
犯
罪
を
取
り
締

ま
る
た
め
、
海
上
保
安
庁
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
二
十
条
第
一
項
に
基
づ
き
当
該
船
舶
の
乗
組
員
に
対

し
て
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
国
際
法
上
問
題
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
武
器
の
使
用
は
、
憲
法
第
九

条
が
禁
ず
る
「
武
力
の
行
使
」
に
当
た
ら
な
い
。


